
i、 新設分割計画書

エイベックス株式会社 (以下「分割会社」という。)は、分割会社がその事業にF★日して有する権利
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以下「本計画Jと いう。)を作成する。

第 1条 (新設分割 )

分割会社は、本計画に定めるところに従い、別紙 1記載の事業 (以 下「本件事業」という。)に係る
第6条第1項記載の権利義務を新設会社に承継させる新設分割を行う。

第 2条 (新設会社の定款で定める事項)

新設会社の目的、商号、本店の所在地及び発行可能株式総数は以下のとおりである。

商号 :エイベックス・ビジネス・ディベロップメント株式会社

本店の所在地 :東京都港区南青山三丁 目1番30号

日的及び発行可能株式総数その他新設会社の定款で定める事項 :定款 (別紙3)に記載のと
おり

第 3条 (新設会社の設立時役員の氏名及び設立時代表取締役 )

1.新設会社の設立時役員の氏名は以下に定めるとおりとする。

(1)設立時取締役 :力日藤 信介、松田 大介

(2)設 立時監査役 :野村 知栄

2.新設会社の設立時代表取締役は以下に定めるとおりとするc

(1)設立時代表取締役 力日藤 信介

第 4条 (効力発生 日)

新設会社の登記をすべき日(以 下「効力発生日」という。)は、2020年 7月 1日 とする。ただし、本
件分害1の手続進行上の必要性その他の理由により必要な場合は、取締役会決議によりこれを
変更することができるものとする。

第 5条 (新設会社が本件分割に際して交付する株式の数)

1 新設会社は、本件分割に際して普通株式2,000株を発行し、その全てを前条に定める権利義

歩砲鳥是曼臨ヒi燕鵡 1吉添霞処れ奇と対しモ、前項に定める新設会社の発行する株式以外
の一切の資産を交付しない。
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2.分割会社は、2019年 4月 1日 から効力発生日の前 日に至る間の資産及び魚債の変動につい

て、計算書を作成してその内容を新設会社に交付する。
3.本件分割による分割会社から新設会社への債務の承継は、免責的債務引受の方法による。

第 8条 (移転手続)
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第 9条 (簡易分割 )

分割会社は、会社法第805条の定めに従い、株主総会の承認を得ることなく本件分害1を行う。
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別紙 1

の対象とな
森t(本件分割 る事業 )

1 分割会社において保有する新事業推進本部の新事業開発グループに関する事業

2 分割会社において保有する新事業推進本部の新事業戦略投資グループに関する事業



男け紙2
(承継権利義務明細表)

1.承継する資産

1 流動資産

2 固定資産

2.承継する負債

① 流動負債

② 固定負債

3.承継する雇用契約
承継会社が承継する雇用契約は、本契約締結 日現在において分割会社に関する本件事

業に主として従事し、かつ効力発生日の前日まで引き続き本件事業に主として従事す
る分割会社の従業員全員に係る雇用契約とする。但し、効力発生日の前 日までに分割

会社及び本人が別途の取扱いに同意した場合はこの限りではない。

(対象者は別途合意 )
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本件事業に属する分割会社の資産のうち、新設会社が承継しない資産は以下のとおりである。

`本件事業に関する売掛金、未収入金等の金銭債権で効力発生日の前 日までに金額が確定
した金銭債権



別紙2.2
(ガ魏ビしない負債として除外するもの)

本件事業に関する負償のうち、乙が甲から承継しなしヽ負値は以下のとおりである。

本件事業に関する買掛金、未払金等の債務のうち効力発生日の前日までに債務金額が確
定した債務

(エイベンクス・ビジネス・1巽叩駕警ップメントイ未式会社 定款)



別紙3

エイベックス・ビジネス・ディベロップメント株式会社定 款
(英文 :avex business development lnc)



エイベックス・ビジネス・ディベロップメント株式会社 定款

第 1章  総  則

当会社は、ェィベンクス・ビジネス・ディベロンプメント株式会社と称 し、英文で、 avex business deve10pment lnc.と 表示する。
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(本店の所在地)

第 3条 当会社は、本店を東京都港区に置く。

(機関の設置)

第 4条 当会社は、株主総会及び取締役のほか、監査役を置く。

(公告の方法)

第 5条 当会社の公告は、電子公告とする。但 し、事故その他やむを得ない事由によ

(商号)

第 1条

′ま



つて電子公告による公告をす ることができない場合は、 日本経済新聞に掲載 し

て行 う。      
上

第 2章  株  式

(発行可能株式総数 )

第 6条 当会社の発行可能株式総数は8,000株 とする。

(株券の不発行 )

第 7条 当会社の株式については、株券を発行しない。

(株式の譲渡制限)

第 8条 当会社の株式を譲渡により取得するには、株主総会の承認を受けなければな

らない。

(基準日)

第 9条 当会社は、毎年3月 81日 の最終の株主名簿に記載又は記録された議決権を有す

る株主をもつて、その事業年度に関する定時株主総会において権利を行使するこ

とができる株主とする。

2.前項のほか、株主又は登録株式質権者として権利を行使することができる者

を確定する必要があるときは、代表取締役が、あらかじめ公告 して臨時に基準

日を定めることができる。

第 3章  株主総会

(招集 )

第10条 当会社の定時株主総会は、毎事業年度末日の』日から3ヵ 月以内に招集 し、臨

時株主総会は、必要に応 じて招集する。

(招集権者及び議長 )

第11条 株主総会は、法令に別段の定めがある場合を除き、社長が招集 し議長 とな

る。社長に事故あるときは、当該株主総会議長を選出する。

(決議の方法)

第 12条 株主総会の決議は、法令又は定款に別段の定めがある場合を除き、出席 した

当該株主の議決権の過半数をもつて行 う。

2.会社法309条2項の規定によるべき決議は、議決権を行使することができる株主

の議決権の3分の1以 上を有する株主が出席 し、その議決権の3分 の2以上をもつ

て行 う。

(議決権の代理行使 )

第 13条 株主は、当会社の議決権を有する他の株主 1名 を代理人として議決権を行使す

ることができる。



2 前項の場合には、株主総会ごとに代理権を証する書面を当会社に提出しなけ

ればならない。  =ヽ

(議事録 )

第 14条 株主総会の議事録には、議事の経過の要領及びその結果並びにその他法令に

定める事項を記載又は記録する。

2.株主総会の議事録は、その原本を株主総会の日から10年 間本店に備え置く。

第 4章   取締役

(取締役の員数)

第15条 当会社の取締役は、10名 以内とする。

(取締役の選任及び解任)

第 16条 取締役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の3分の 1

以上を有する株主が出席 し、出席 した当該株主の議決権の過半数をもつて行 う。

2.取締役の選任決議は、累積投票によらないものとする。

(取締役の任期)

第17条 取締役の任期は、選任後 1年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関す

る定時株主総会の終結の時までとする。

2.任期満了前に退任 した取締役の補欠として、又は増員により選任された取締

役の任期は、退任 した取締役又は他の在任取締役の任期の満了する時までとす

る。

(役付政締役 )

第 18条 株主総会は、その決議によつて、取締役の中から社長 1名 を選定し、必要に応

じて会長 1名 、副社長、専務取締役及び常務取締役各若千名を選定することがで

きる。

(代表取締役 )

第 19条 株主総会は、その決議によつて、代表敢締役を選定する。

2。 当会社に置く取締役が 1名 の場合は、その取締役を代表取締役とする。

(取締役の報酬等)

第20条 取締役の報酬、賞与その他の職務執行の対価として当会社から受ける財産上

の利益 (以 下 「報酉AI等Jと いう。)は、株主総会の決議によりこれを定める。

第 5章 監査役

(監査役 )

第21条  当会社の監査役は、2名 以内とする。



(監査役の任期 )

第22条 監査役の任期は、選任後4年以内に終了する事業年度の うち最終のものに関す
る定時株主総会の終結の時までとする。

2.任 期満了前に退任 した監査役の補欠 として選任 された監査役 の任期は、退任
した監査役の任期の満了する時までとする。

(監査役の報酬等 )

第23条 監査役の報酉州等は、株主総会の決議によりこれを定める。

第 6章  計  算
(事業年度)

第24条 当会社の事業年度は、毎年4月 1日 から翌年3月 31日 までの1年 とする。

(剰余金の配当)

第25条 当会社は、株主総会の決議により、毎年3月 31日 の最終の株主名簿に記載又は

記録された株主又は登録株式質権者に対して金銭による乗1余金の配当を行 うこ

とができる。

(配 当金の除斥期間)

第26条 前条の剰余金の配当が、支払開始の日から満3年 を経過 しても受領されないと

きは、当会社はその支払義務を免れる。

第 7章  附  則

(設立に際して出資される財産の価額)

第27条 当会社の設立に際して発行する株式の総数は、2,000株 とし、その引受額は 1

株につき金 5万円とし、設立に際して出資される財産の価額は、金 1億円とす
る。

(最初の事業年度)

第28条 当会社の最初の事業年度は、会社設立の日から2021年 3月 31日 までとする。

(設立時の役員)   
嘉

第29条 当会社の設立時役員は、次のとお りとする。
設立時代表取締役社長 加藤信介
設立時取締役 加藤信介、松田大介
設立時監査役 野村知栄

(発起人の氏名又は名称、引受株式数 )

第30条 発起人の氏名又は名称、住所及び発起人が設立に際 して引き受ける株式数
は、次のとお りである。



東京都港区南青山三丁目1番30号

エイベッケズ株式会社 2,000牟終

以上、エィベックネ・ビジネス・ディベロップメント株式会社を設立のため、本定款を
作成し、発起人が次に記名押F「する。

2020年 6月 23日

(発起人)東京者呂港区南青山三丁目1番30号
エイベンクス株式会社代表取締役社長
黒岩 克巳




